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巣箱の穴の大きさの違いによるシジュウカラ類と

スズメの使用状況の違い

峯岸典雄’
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一般に，シジュウカラ類は穴の直径が小さく，かつ低い位置に設置された巣箱を使用す

ることが多く，スズメＰａｓｓｅｒｍｏ凡tα皿sは穴の直径の大きい，高い位置のものを使用す

ることが多いといわれている．そこで，ゴルフ場内に巣箱を設置し，穴の直径の違いによ

る巣箱の利用状況を調べた．

調査地および調査方法

調査したゴルフ場は山形県から熊本県までの無農薬管理ゴルフコース15コースと，農薬

を使って管理しているゴルフコース１コースである（図１，付表)．ゴルフ場という点で

は全体に共通した環境であるが，標高差は1,200ｍ以上で，周辺は，海岸から市街地，山

地まで様々な環境であった．巣箱の使用状況調査は，1992年10月５日～11月10日のあいだ

に行なった．

穴の直径を測定した巣箱は設置総数3,137個のうち，直径が約30ｍｍで，かつキツツキ

類やムササビなどにより穴に損傷をうけなかったものl,392個である．３０ｍｍ穴巣箱は加

工誤差などによって，穴の直径にかなりの差が認められた．今回測定した穴の直径は最大

のもので31.76ｍｍ，最少のものは26.86ｍｍであった．

利用烏種の判定は，以下の基準で行なった．シジュウカラ類：コケ類などを主体に造巣

しているもの．コケ類の少ない地域ではシュロの毛，カラマツの枯葉，枯草などを混入し

て造巣しているもの，また，シュロの毛などのみで造巣している場合は，うず巻き状になっ

ていないもの．スズメ：ワラ，枯草などが独特のうず巻き状になっているもの．

使用状況の判定は，以下の基準にしたがって行なった．巣立ち：巣が完全な形で完成，

産座が踏み固められ，生活の汚れのあるもの．放棄：巣は完成しているが，巣立ちしたも

のと異なり産座がやわらかいもの，または卵が残されていたもの．巣の形にならないうち

に造巣を中止したもの．

結果および考察

今回，穴の直径を測定した巣箱1,392個のうち，全体の使用率（使用とは，巣立ちある

いは放棄など烏がなんらかの形で使用したものをさす）は，シジュウカラ類が40.4％（563

個)，スズメが42.4％（590個)，不使用が17.2％（239個）であった．
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図１．調盃地．
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巣立ち率（巣立ちしたと思われる巣箱数/使用した巣箱数）は，シジュウカラ類で67.5

％（380個)，またスズメで70.0％（413個）であった．穴の直径の違いによる種別使用率

を図２に示した．穴のＩＩ１ｉ径別に使用率をみると，29.0ｍｍを境に29.0ｍｍ未満はシジュウ

カラ類の使用率がスズメよりも高く，29.0ｍｍ以上はスズメの方がシジュウカラ類よりも

高かった（図２)．
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図２．シジュカラ類とスズメの穴の直径別使用率（全国合計)．使用率＝使川数/設侭数×100．
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閃３．シジュウカラ類とスズメの直径別巣箱利用率．
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要約

H本全国に散在する1,392個の30ｍｍ穴巣箱の穴のｌＩ１ｉ径寸法を測定した．

シジュウカラ類のみでスズメのいないコース，また，大部分がスズメのコースでは，その使用に
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これら全体の結果は，コースごとの生息稲の佃りの影響をうけている可能性があるため，

次にスズメの生息しないコース，シジュウカラ類がほとんど生息していないコース，シジュ

ウカラ類とスズメがほぼ同数のコースについて穴の直径と使用率を比較してみた．

シジュウカラ類とスズメ，それぞれが単独で営巣している地域では，どちらの種も特定

の臓径の穴があいた巣箱を進好することはなかったが，共存する地域では，スズメが29.5

～30.0ｍｍの穴のあいた巣輔を，シジュウカラ頬がそれ以外の巣箱を利用していた（図３)．

すなわち，シジュウカラ頬とスズメは，Iilj砿が混在しないコースでは，巣箱の穴のr〔径

に関係なく巣箱を利用し，両種が混在するコースでは，使いやすい穴をスズメが使用し，

シジュウカラ類はそれをさけて使用していた．両極が混在する地域では，シジュウカラ類

とスズメの両種を共存させるのか，それともどちらか一方だけを誘慨するのか，はっきり

と目標を明確にしたうえで，設置する巣箱の穴の大きさを設定する必要がある．
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あたって両者とも，穴の直径に関係なく使用していた．

3．シジュウカラ類，スズメが混在するコースでは，スズメが使用しやすい穴の直径の巣箱を使用し，

シジュウカラ類がその他の寸法の巣箱を使用する傾向が認められた．
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preferencesfornestboxeswithanyparticularentrance-holediameter,ａｎｄｕｓｅｄｔｈｅｅｎｔｉｒｅ

ｒａｎｇｅｏｆａｖａｉｌａｂleentrance-holes、
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Appendix・Listofstudysites．

Ｓａｄｏ－ＰＧ

Ｙａｍａｇａｔａ－ＳＣＣ
Ｆｕｋｕｓｈｉma-CC

Izumozaki-GC

Sanjoh-GC
ＯｎａｈａｍａＳＨ＆ＧＣ

Ｎｕｍａｔａ－ＳＣＣ

Ｍｙｏｈｇｉ－ＳＣＣ
Ｋｏｄａｍａ－ＳＣＣ

Ｓａｗａｒａ－ＳＣＣ

Ｃｈｉｂａ－ＳＣＣ

Narita-SCC

Tokyo-bay-SCC

Nagaｔａｋｅ－ＣＣ
Ｍｉｓｈｉｍａ－ＳＣＣ

Ａｓｏ－ｙａｍａｎａｍｉ－ＲＨ＆ＧＣ

＊４

＊５

＊６

＊７

＊８

＊９

Ryohtsu-cityNiigataPrf、

Kawanishi-machiHigashi-Okishi-gunYamagataPrf
Matsukawa-chohFukushima-ctiyFukushimaPrf

lzumozaki-chohMishima-gunNiigataPrf

Shitada-muraMinami-Kanbara-gunNiigataPrf、
Izumichohlwakishi-FukushimaPrf・

Shirasawa-muraTone-gunGunmaPrf．＊１

Myohgi-machiKanra-gunGunmaPrf．＊２

Kamikawa-chohKodama-gunSaitamaPrf・
Sawara-cityChibaPrf．＊３

Yamada-machiKatori-gunChibaPrf，

Yamada-machiKatori-gunChibaPrf・

Sodegaura-cityKimitsu-gunChibaPrf

Tsukui-chohTsukui-gunKanagaｗａＰｒｆ．
TokukuraMishima-ctiyShizuokaPrf，

Ubuyama-muraAso-gunKumamotoPrf．

＊ｌＡｔａｂｌｅｌａｎｄｏｆｌ,270mabovesealevel

＊２ＴｈｅｆｏｏｔｏｆＭｔ・Myogi

＊３ＴｈｅｓｕｂｕｒｂｓｏｆＳａｗａｒａｃｔｉｙ

＊４ＰＧ：PublicGolfCourse

＊５ＳＣＣ：SpringsCountryClub

本６ＣＣ：CountryClub

＊７ＧＣ：NiigataSpringsCountryClub

：IzumozakiorSanjohGolfCourse

＊８sＨ＆ＧＣ：SpringsHotelandGolfClub

＊９ＲＨ＆ＧＣ：ResortHotelandGolfCluｂ


